
　

上
下
水
道
課
で
は
、水
道

水
の
安
全
確
認
の
た
め
、水

道
法
に
基
づ
き
、毎
月
定
期

的
な
水
質
検
査
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　

水
道
法
の
施
行
規
則
で

は
、新
年
度
に
実
施
す
る
水

質
検
査
内
容
に
つ
い
て「
水

質
検
査
計
画
」を
作
成
し
、需

要
者
へ
公
表
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、上
下
水
道

課
で
は「
平
成
21
年
度
水
質

検
査
計
画
」を
作
成
い
た
し

ま
し
た
。

　

閲
覧
を
ご
希
望
の
方
は
、

上
下
水
道
課
及
び
各
総
合
支

所
地
域
建
設
課
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※

閲
覧
は
、３
月
２
日
(月)
か

ら
と
な
り
ま
す
。
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質
検
査
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検
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画
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公
表
に
つ
い
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●
下
水
道
料
金
統
一
の
背
景

　

現
在
、
下
水
道
事
業
に
お
い
て
国
東

市
に
は
旧
町
単
位
の
公
共
下
水
道
事
業

４
処
理
区
及
び
旧
安
岐
町
朝
来
地
区
の

農
業
集
落
排
水
事
業
の
１
処
理
区
で
構

成
さ
れ
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
下
水
道
使
用
料
金
に
つ
い
て

は
、
水
道
料
金
と
同
様
に
合
併
協
議
に

よ
り
、
合
併
後
当
分
の
間
は
旧
町
ご
と

の
現
行
料
金
体
系
を
引
き
継
ぐ
も
の
と

し
、
料
金
の
統
一
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

現
在
、
下
水
道
の
役
割
は
、
市
民
が

健
康
で
快
適
な
生
活
を
営
ん
で
い
く
た

め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で

あ
り
、
生
活
習
慣
の
変
容
、
企
業
立
地

に
よ
る
産
業
構
造
の
変
化
の
中
で
一
層

果
た
す
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
、
下
水
道
使
用
料
の
統

一
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10
月
に
水
道
料

金
等
審
議
会
か
ら
答
申
を
受
け
、
そ
の

内
容
に
沿
っ
た
形
で
同
年
市
議
会
12
月

定
例
会
で
可
決
を
い
た
だ
き
、
各
地
域

住
民
が
負
担
す
る
下
水
道
使
用
料
金
の

公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
水
道
料

金
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
料
金
格
差

を
是
正
し
、
市
内
の
ど
の
地
域
で
も
、

下
水
道
使
用
料
金
を
同
一
の
も
の
と
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
新
料
金
設
定
の
考
え
方

　

今
回
の
料
金
改
定
に
あ
た
り「
下
水

道
使
用
者
の
料
金
の
公
平
性
」と「
水

道
未
普
及
地
域
へ
の
配
慮（
料
金
の
均

衡
）」は
も
と
よ
り
、
今
後
の
下
水
道
の

経
営
健
全
化
等
を
考
慮
し
、
必
要
な
投

資
と
維
持
管
理
を
継
続
す
る
た
め
に
現

状
の
料
金
収
益
を
確
保
し
、
ま
ず
は
統

一
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
旧
町
に
よ
っ
て

違
っ
て
い
た
料
金
体
系
も
、
個
人
・
事

業
所
系
に
幅
広
く
対
応
で
き
、
水
量
設

定
が
可
能
で
あ
り
、
都
市
部
並
び
に
下

水
道
普
及
地
域
で
多
く
採
用
さ
れ
て
い

る（
旧
国
見
町
・
旧
国
東
町
・
旧
武
蔵
町
）

料
金
体
系
と
し
て「
従
量
制（
従
量
料
金

制
）」に
統
一
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
基

本
料
金
と
従
量
料
金（
使
用
量
に
応
じ

た
料
金
）か
ら
な
り
、
例
え
ば
、
水
道

使
用
の
場
合
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
使
用

量
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
段
階
的
に
料
金

単
価
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
。
下
水

施
設
の
建
設
や
施
設
の
維
持
管
理
に
は

大
き
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
こ
の
た

め
汚
水
を
た
く
さ
ん
流
す
人
ほ
ど
応
分

の
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の

で
す
。

●
料
金
体
系
に
つ
い
て

従
量
料
金
と
は
・
・
・
・
・

　

使
用
量
に
応
じ
て
、
段
階
的
に
料
金

を
設
定
し
ま
す
。
使
用
量
が
多
く
な
る

ほ
ど
料
金
単
価
が
高
く
な
り
ま
す
。

（
別
表
３
）

人
頭
割
り
と
は
・
・
・
・
・

　

人
頭
割
り
は
、
水
道
未
普
及
地
域
で

水
道
水
以
外（
井
戸
水
等
）の
水
を
使
用

し
た
汚
水
の
使
用
量
計
量
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
市
内
で
は
、
公
共
下
水
国
見

処
理
区
、
農
業
集
落
排
水
安
岐
朝
来
地

区
に
は
簡
易
水
道
等
が
な
い
た
め
従
来

よ
り
採
用
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
以
下
に
つ
い
て
は
、
統
一

後
も
引
き
続
き
採
用
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

（1）
水
道
水
以
外
（
地
下
水
・
井
戸
水
）

の
み
使
用
す
る
場
合
、
現
行
一
人
当

た
り
６
㎥
で
計
量
し
、
世
帯
人
数
で

乗
じ
た
量
で
算
定
し
ま
す
。

（2）
水
道
水
と
地
下
水
・
井
戸
水
の
併
用

し
て
い
る
場
合
、
現
行
、
水
道
水
は

メ
ー
タ
ー
で
計
量
し
、
地
下
水
は
一

人
当
た
り
３
㎥
で
計
量
し
、
こ
の
２

つ
を
加
算
す
る
こ
と
で
使
用
料
を

計
算
し
ま
す
。　

 
■
下
水
道
料
金
改
定


